
１．区別構想の概要

第５章 区別構想

２．各区の位置図と目次

①役割
都市計画マスタープランの上位計画である市総合計画で示された「区ビジョ

ン基本方針」及び全体構想で示した「都市・地域づくりの方針（第４章）」に
基づき、本市全体の都市づくりを踏まえつつ、各区の特性を活かした区づくり
の方向性を示すもの。

②構成
（１）区の概要 …地勢、人口・世帯数、その他区の特色

（２）現状と課題 …⼟地利⽤、交通、産業、防災 等

（３）区づくりの方向性
・まちづくりの将来像
・将来像を実現するための方針
・構想図

⇒全体構想を踏まえた上で、区として特に⼒を⼊れて取り組むことを明示

③策定経過
令和２年夏頃から各区（建設課）が主体となり、当委員会と並⾏して、検討

に着手し、「区自治協議会※」に意⾒を伺いながら策定作業を進めてきた。

※区自治協議会…新潟市が⽬指す分権型政令市を実現し、市⺠と⾏政との協働によって、
住⺠自治の推進を図るために、各⾏政区に設置する市⻑の付属機関
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1 北区 

 

（１）区の概要 

 

①地勢 

・北区は、新潟市北東部の阿賀野川以北に位置   

し、東は新発田市と聖籠町に、南は阿賀野市     

に隣接しています。 

・地形は、中央部から北部の日本海まで海岸線  

と並行に形成された砂丘地帯が発達し、南部  

には標高 0～2m 未満の低地が広がっており、 

8 区の中で 2 番目に広い面積（107.61 ㎢）を 

有しています。 

 

②人口・世帯数 

・平成 27年の人口は 76,328 人と減少しており、

人口構成は少子高齢化が進行しています。ま

た、世帯数は 27,070 世帯と増加傾向にありま

す。 

 

③コミュニティ 

・コミュニティは、ＪＲ駅周辺に発達した市街    
地や既存の農村集落など、8 つの地区（松浜・   

南浜・濁川・葛塚・木崎・岡方・長浦・早通） 

から構成されています。それぞれの地区はＪ 

Ｒ白新線や道路網によってネットワーク化さ 

れています。 

 

④特色 

・南部を中心に緑豊かな自然がひろがる中で、特

に福島潟は、国の天然記念物オオヒシクイの日

本一の越冬地として知られ、オニバスなどの

希少植物の宝庫でもあります。 
・区内には教育の機能を持つ新潟医療福祉大学

や、産業と物流の機能を持つ新潟東港があり、

特に新潟東港は、本州日本海側で最大のコン

テナ貨物取扱量を誇る国際拠点港湾として発

展し、その取扱量は順調に伸びています。 

  

新潟東港コンテナターミナル 

緑豊かな福島潟 

 

(TE

資料：国土交通省「港湾別コンテナ取扱量ランキング」 
(R1 年速報値)から抜粋 

■本州日本海側港湾別コンテナ貨物取扱量 

■人口と世帯数の推移 

資料：国勢調査（推計値は新潟市推計） 
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（２）現状と課題 

 

①物流環境 

・新潟東港からのコンテナ貨物などは、主要幹線道路である国道 7 号や日本海東北自動車

道を利用して市内外へ輸送されています。今後は、国際物流拠点として新潟東港の更な

る活性化と物流業の発展に向けて、市内外への道路アクセスの向上が求められるため、

新たな物流の軸となる新潟中央環状道路の整備が必要です。 
 

②豊かな自然 

・福島潟は、多様な生物生息環境を形成し、市内外の小中学生による環境教育や自然体験

学習が積極的に行われています。今後は、広大な農地が生みだす美しい景観や機能を維

持、保全するとともに、豊かな自然を観光資源として有効活用し、自然との更なる共生

に努めることが必要です。 
 

③土地利用 

・区内の総人口は減少していますが、市街化区域内の人口は増加しています。土地利用の

現状は、市平均と比較すると、区内の約 70％を占める農地他自然地や、工業用地の割合

が高く、特に工業用地は新潟東港に近いなど立地環境が良く、8 区の中で一番広い面積を

有しています。人口減少や少子高齢化の状況下において、今後も社会経済活動を維持す

るため、雇用の場の提供や定住人口増に向けた土地利用を進めることが求められます。 

 

④交通 

・国道 7 号、日本海東北自動車道の主要幹線道路やＪＲ白新線により、新潟市中心部や新

発田市方面への東西の接続には高い利便性があります。また、南北への接続には区バス

などの公共交通が運行されています。日常の生活環境を維持するため、今後も生活道路

を維持管理し、それぞれの拠点と農村集落の道路ネットワークを確保することが必要で

す。 
 
⑤防災 

・下越水害(S41 年)や羽越水害(S42 年)など、過去には福島潟周辺を中心とした水害による

甚大な被害が発生しており、近年は、局所的な豪雨により市街地の冠水が多発していま

す。今後は、浸水対策として雨水対策施設の整備が必要です。また、地震対策として、橋

梁や下水道施設など社会インフラ施設の耐震性とその機能を確保するための整備や、災

害時における防災拠点への移動を確実にするための緊急輸送道路の整備が必要です。 

■土地利用面積比率 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞ 

豊かな自然の中で人やものが交流する、 
安らぎにあふれ、住みたくなるまち 

 

 

①道路アクセスの強化 

・国際物流拠点である新潟東港の更なる活性化と物流業の発展に向けて、工業用地を結ぶ

物流幹線道路である新潟中央環状道路の整備を行い、国道 7 号、日本海東北自動車道と

の道路アクセスの強化を図ります。 

 

②住みたくなるまちづくり 

・教育の機能を持つ新潟医療福祉大学、産業と物流の機能を持つ新潟東港、日本有数の自

然環境スポットである福島潟をはじめ、各地が持つそれぞれの特色を今後も活かすとと

もに、区内の交流を図り、誰もが住みたくなるまちづくりの実現に向けて北区の魅力を

更に高めます。 

 

③持続可能なまちづくり 

・企業誘致などによる雇用の場の提供や、雇用拡大による定住人口増に向けて、既存市街

地や地域拠点（葛塚）、生活拠点（松浜、新崎、早通）などの周辺部においては、地域の

魅力や特色を活かしたまちづくりを進めます。 

 

④道路ネットワークの確保 

・日常の生活環境を維持するため、駅や幹線道路に接続する生活道路の日常的な点検整備

による維持管理を継続的に行い、それぞれの拠点と農村集落の道路ネットワークを確保

します。 

 

⑤自然災害に強いまちづくり 

・水害や地震などの自然災害への対策として、雨水対策施設の整備や、橋梁、下水道施設な

ど社会インフラ施設の整備を行います。 

・新潟市地域防災計画に指定されている新潟中央環状道路などの緊急輸送道路の整備を行

い、災害に強いまちづくりを進めます。 
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＜区づくりの構想図＞ 
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2 東区 

 

（１）区の概要 

 

①地勢 

・東区は信濃川河口部の東に位置し、日本海に

面しています。西に信濃川と栗ノ木川、東に

阿賀野川が流れ、中央には区の東西を横断す

る形で信濃川と阿賀野川を結ぶ通船川が流

れています。また、新潟西港と新潟空港があ

り、海と空の玄関口という側面も持ち合わせ

ています。 

・地形は、海岸から内陸へ海岸線と並行して砂 

丘列が連なり、内陸部は平坦です。 

・区の面積は 38.62 ㎢で、8 区の中で中央区に

ついで 2 番目に小さく、市全体の約 5％とな

っています。 

 

②人口・世帯数 

・東区の人口は平成 27年時点で 137,577 人、

世帯数は 55,550 世帯で、8 区の中で中央区・

西区に次いで 3 番目に多く、人口及び世帯

数は、新潟市全体の約 17％を占めています。 

・老年人口（65 歳以上）の割合は 26.6%であ

り、平成 22 年から 4.2%上昇しています。 

・区全体の人口は減少が見込まれており、特に

年少人口と生産年齢人口の減少幅が大きく

なると推計されています。 

 

 

③自然・環境 

・東区は日本海をはじめ、阿賀野川や通船川な

どの豊かな水辺空間に恵まれています。その

中でもじゅんさい池は、全国的にも珍しい砂

丘湖であり、市街地内の水辺空間として親し

まれています。 

  

 

 

■人口と世帯数の推移 

新潟空港 

じゅんさい池 

資料：国勢調査（推計値は新潟市推計） 
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（２）現状と課題 

 

①土地利用 

・東区は古くから製造業、卸売業、流通業の事業所が多く立地し、産業のまちとして発展して

きました。工業系の土地利用割合が市全体に比べて高く、製造業の就業者数は 8 区内で最も

多くなっています。また、産業集積エリアと住宅エリアが幹線道路に沿って交互に市街地を

形成する特徴的な土地利用となっています。 
・近年では、事業所などの移転や廃業により、産業集積エリア内での宅地開発等が進み、工場

や事業所と居住が近接することで、操業環境への影響が懸念されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②拠点 

・年間約 100 万人の利用がある新潟空港と、国内の定期航路を有しクルーズ船も入港する新潟

西港は、広域交流拠点としての機能を有しています。 
・区役所庁舎は福祉や文化機能を複合した施設として整備され、行政機能だけでなく区民の多

様な活動の場として「まんなかづくり」が進められています。 
・活力と魅力あふれるまちの実現に向けて、新潟空港と新潟西港を有する利点を活用するとと

もに、多くの人が集まり活動する区役所を核とした賑わいの拠点づくりを進める必要があり

ます。 
 

③交通 

・区の東西方向は国道７号（新潟パイパス）、国道 113 号、県道新潟新発田村上線（旧７号）、

南北方向は県道新潟港横越線（通称：赤道）、一級市道太平大渕線などが整備され、優れ

た主要幹線道路網が形成されています。 

・鉄道は、ＪＲ信越本線とＪＲ白新線が通っており、越後石山駅、東新潟駅、大形駅の３駅

が配置されています。 

・バス交通は、市の中心部と結ばれた路線が、主に東西方向で運行されており、区役所な 

ど主要施設への移動手段として区バスが運行されています。 

・主要幹線道路の整備により良好な交通ネットワークが形成され、自動車利用の利便性が

向上する一方で、高齢化の進展を見据えた持続可能な公共交通が求められています。 

■土地利用の状況 
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資料：都市計画基礎調査（H30） 

■東区で就業する者の産業別比率 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞  

豊かな産業とやすらぎの水辺が調和し、 

笑顔と元気があふれる、空港と港があるまち 

 

 

①多様な世代が住みやすいまちづくり 

・生活拠点では、子育て環境の充実や安心安全の向上など、地域のニーズに合わせたまちづ

くりを進め、多様な世代が住みやすいまちを目指します。 

・生活拠点内に残された市街化調整区域や大規模遊休地は、周辺の市街地と連携し暮らしや

すく、安心で安全なまちにつながる活用を進めます。 

 

②地域産業が発展するまちづくり 

・山木戸榎地区、卸団地地区、木工団地地区などの産業集積エリアでは、産業の場としての

特性を強化することにより、産業やものづくりを発信する場、雇用の場として守り、まち

の持続的な発展につなげます。 

 

③拠点を活かした賑わいのまちづくり 

・広域交流拠点である新潟西港及び新潟空港の周辺では、それぞれの拠点性を活かして地域

と連携することにより、地域産業の発展と賑わいの創出を目指します。 

・交通環境が充実し、福祉と文化施設が複合する区役所及びその周辺では、多くの人が集ま

る賑わいと交流の場として活用を図り、区のまんなか拠点（地域拠点）として、活力あふ

れる土地利用を図っていきます。 

 

④貴重な水辺空間を活用したまちづくり 

・阿賀野川や通船川などの水辺空間は、市民が集い、憩う、賑わいの場としての活用を図り

ます。また、市街地に残る貴重な砂丘湖のじゅんさい池は、地域の宝として利活用してい

きます。 

 

⑤農地と集落を守り育てるまちづくり 

・区の東南部に広がる農地は、営農環境を保全し、集落エリアでは、担い手の育成や確保の

ための生活環境づくりを進めます。 

 

⑥快適に移動しやすいまちづくり 

・幹線道路をはじめとした道路は、交通の円滑化を図るとともに、生活道路を含めた安全対

策を推進し、交通環境の向上を図ります。また、ＪＲ駅などの交通結節点においては、機

能強化を進めるとともに、身近で多様な移動手段の充実を図ります。 
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＜区づくりの構想図＞ 
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3 中央区 

 

（１）区の概要 

①地勢 

・中央区は、日本海、信濃川、鳥屋野潟と豊かな水

辺に恵まれています。また、西海岸公園、白山公

園、やすらぎ堤緑地、鳥屋野潟公園など憩いの場

としての緑が多く存在します。 

・面積は 37.75 ㎢で、8区の中で最も小さいです。 

 

②人口・世帯数 

・中央区の人口は、開発が進展することにより平成

27 年までは増加してきましたが、将来推計人口で

は、令和 2 年の約 18 万 5 千人をピークに緩やか

に減少していくと見込まれています。 

・緩やかな少子化と、急速な高齢化が進む一方、世

帯数の増加による単身化・小世帯化が進んでいま

す。その結果、昔からの市街地では高齢化が進み、

他方では若年層の多い地域が生まれるなど、各市

街地の特色が生じています。 

 

③特色 

・昭和 2 年の都市計画が決定された時点では、主な

市街地は新潟島と沼垂地区の周辺のみでしたが、

昭和時代に都市計画道路の整備が進み、また、南

地区においては、耕地整理された農地を徐々に埋

めていく形で宅地化が進行しました。その結果、

昔ながらの都市構造を残す地区や、主要幹線沿い

に商業・業

務系の用途

が配置され

る沿道利用

型の都市構

造など、多

様な市街地

が形成され

ました。 
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（世帯）（人）

年少人口(0〜14歳) 生産年齢人口(15〜64歳)
老年人口(65歳以上) 世帯数

実績値 推計値

■人口と世帯数の推移 

■年齢別に見た人口構成比分布(H27) 

■昭和 2 年の都市計画のイメージ ■現在の都市計画のイメージ 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査(H27) 

資料：新潟市都市計画図 
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（２）現状と課題 

 

①土地利用 

・平成 21 年度以降、区画整理が 3 か所で 行わ

れ、多くの住宅や商業施設が供給されました。 

・市街化区域内に残る農地などで、主に住宅供給

を目的とした開発が多く行われ、特に南地区に

おいて顕著となりました。 

・鳥屋野潟南部や万代島地区などにおいていくと

ぴあ食花、万代島多目的広場などの施設整備が

進み、新たな人の流れが生まれました。古町地

区では、商業施設跡地の再開発が行われ行政機

能が移転しました。 

・住宅供給が行われ続ける一方で、空き家数は増

加傾向にあります。 

・市街地拡大が概ね完了したことから、多様な特

色を持つ既成市街地を、それぞれの地区がそれ

ぞれの魅力をもつ住みよいまちとしていく必

要があります。 

 

②交通、拠点 

・新潟西港は、佐渡や北海道へのカーフェリーや

国内外の旅客船が発着しており、新潟の海の玄

関口として機能しています。 
・新幹線駅で陸の玄関口である新潟駅があり、そ

こから複数の方向へ在来線がつながっていま

す。また、高速道路網が整備され、高速バスネ

ットワークが各地へ拡がっており、広域的な交

通機能を有しています。 
・業務・商業・居住などが集積し高度利用がされたまちなみと、

国指定重要文化財である萬代橋や、開港 150 年を迎えたみな

とまちの歴史的建造物など、伝統や文化を感じられるまちな

みが併存します。 
・新潟県立鳥屋野潟公園新潟スタジアム・新潟県立野球場やコ

ンベンション施設といった広域交流機能を有し、美術館、文

化会館、水族館などの文化的な集客施設が多くあります。ま

た、県庁舎、国の機関などの広域行政施設も配置されていま

す。 
・みなとまちの歴史・文化や、県都としての広域交流型の都市

機能、貴重な自然の資源を活かして、魅力にあふれ、交流が

生まれる拠点のみなとまちを目指していく必要があります。  

南地区 

資料：住宅・土地統計調査 

■中央区の空き家の推移数・空き家率 

■土地利用・建物の推移 

朱鷺メッセとみなとぴあ 

古町ルフル 旧齋藤家別邸 

萬代橋・やすらぎ堤緑地 

資料：新潟市中央区建設課まとめ 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞ 

歴史と文化の薫りただよう、うるおいと にぎわいのまち 

 

①魅力にあふれ、交流が生まれる拠点のみなとまち 

・都心部のまちづくりと連動して、区全体で交流と活力

を生み出す都市づくりに取り組みます。鳥屋野潟南部

における新たな拠点づくりを推進するとともに、市役

所周辺では、都心近接型の立地を活かし、医療、交流

機能などの集積を目指します。また、新光町・美咲町

地区では広域行政機能の集積を目指します。 

・やすらぎ堤、鳥屋野潟公園などの資源を活用した、緑

豊かなまちづくり、みなとまちの歴史や文化を感じら

れ、水辺で賑わい憩えるまちづくりに取り組みます。 

・公共空間の様々な利活用を通じて、都市・水辺・緑が

一体となって混ざり合う、中央区にしかない独自の魅力を形成していきます。 

 

②それぞれの地区がそれぞれの魅力をもつ住みよいみなとまち 

・都心部以外でも、しもまちや沼垂など昔ながらのみなとまちの形を残す地区や、関屋・学

校町・西大畑地区などの特色ある地区があり、また南地区においては、格子状に区切ら

れ主要幹線沿いに施設が配置される田園開発型のまちが広がっています。それぞれの独

自の魅力を再認識しながら、地域コミュニティと連携し、その地区にしかない魅力を引

き出していきます。 

・基幹公共交通軸、沿道軸※を中心とした、歩きやすく自転車や公共交通で移動しやすい環

境を目指します。また、快適なオープンス

ペースやコミュニティ空間の確保、空地・

空き家対策などに取り組むことにより、多

様な人が快適に暮らせる環境を目指しま

す。 

・地区の実情に合わせた防災・減災に取り組

み、災害に強く安心して暮らせる環境を目

指します。 

・公共施設の最適な再配置や維持保全に取り

組みます。公共施設の集約等により生じた

跡地については、多様な主体と連携しなが

ら地区の魅力を高める利活用を目指しま

す。 

※沿道軸：幹線道路の沿道に商業・業務・サービスや中高層住宅などが連続し、地域の移動や活動などの軸となるもの 

■既成市街地の住環境の向上のイメージ 

交流と活力
を生み出す
都市づくり

みなと・水辺
を感じる
まちづくり

緑豊かな
まちづくり

中央区の魅力をつくるまちづくり

■独自の魅力のイメージ 
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＜区づくりの構想図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早川堀通り 
ミズベリング信濃川 

やすらぎ堤 りゅーとぴあ 

■ 都市・水辺・緑を一体に感じる取り組みのイメージ 
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4 江南区 

 

（１）区の概要 

 

①地勢 

・江南区は、東を阿賀野川、西を信濃川、南を

小阿賀野川、北を日本海東北自動車道と接し

ており、面積は 75.42 ㎢で市のほぼ中心に位

置しています。 

・土地は平坦で海抜 0 メートル地帯が多く、か

つては「地図にない湖」と呼ばれ、また河川

の氾濫などで幾多の浸水被害がありました

が、河川改修や土地改良事業により、広大な

優良農地へと生まれ変わり、稲作を基幹とし

た多様な農産物を供給する都市近郊型農業が営まれています。 

・区内の道路ネットワークは、北陸・日本海東北・磐越自動車道の高速道路をはじめ、国道

49 号・国道 403 号および主要地方道など広域幹線道路で構成され、現在は新潟中央環状

道路の建設も進められています。 

 

②人口・世帯数 

・江南区の人口・世帯数は平成 27 年時点では

68,906 人・23,677 世帯でしたが、単身世帯

の増加や核家族化の進行により、世帯数は増

加傾向にある一方、人口は減少すると推計さ

れています。 

 

③自然・歴史 

・江南区は信濃川、阿賀野川、小阿賀野川の三

つの河川に囲まれた自然の魅力にあふれ、川

の豊かな自然環境から様々な植物や鳥など

が生息しています。また秋から冬の風物詩

として、たくさんの白鳥が飛来し、伝統的な

サケ漁も行われています。 

・広大な田園は生産基盤であるとともに優れ

た自然空間を形成し、人々に安らぎを与え

ています。 

・豪農「伊藤家」の旧邸宅である北方文化博物

館には、100 畳敷の大広間から眺める回遊式

庭園などの見どころがあります。 

  

■人口と世帯数の推移 
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13.8%
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老年人口(65歳以上) 世帯数

実績値 推計値

新潟亀田 IC付近より亀田駅方向を望む 

北方文化博物館（大広間） 

資料：国勢調査（推計値は新潟市推計） 
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（２）現状と課題 

 

①土地利用 

・江南区を構成する亀田、横越、曽野木、両川、

大江山の 5 地区の日常生活圏は、恵まれた自

然環境を保全・活用しながら、区全体でコンパ

クト・プラス・ネットワークを考慮した適切な

立地誘導を進めています。 

・農村集落(既存集落区域)の維持・活性化を図る

ため、「新潟市開発行為等の許可の基準に関す

る条例」により緩和された建築要件を活用し、

開発許可件数が 8 区中 1 位となっています。

引き続き定住人口を確保することで、集落の

維持活性化が必要です。 

・空き家などの課題を踏まえた既成市街地の都

市機能および江南区の地域特性（三方が河川

に囲まれている、海抜 0 メートル地帯など）

を踏まえた防災機能の維持・充実が必要です。 

 

②交通 

・亀田地区を「地域拠点」、横越・曽野木・両川・

大江山地区を「生活拠点」と位置付け、日本海

東北自動車道や磐越自動車道をはじめ、国道 49

号、国道403号の広域幹線道路網とリンクした、

各拠点を結ぶ道路ネットワークを構築するた

め、引き続き、新潟中央環状道路などの幹線道

路の整備を進めています。 

・JR 信越本線亀田駅を結節点に路線バス、区バ

ス、住民バスが各方面に運行しています。 

・JR 信越本線と新潟中央環状道路との交点に、新

たに（仮称）江南駅を設置する計画が進められており、交通結節点としての整備および周

辺開発による地域活性化が期待されます。 

・移動しやすい環境整備に向け、既存の路線バスおよび区バス、住民バスの充実が必要で

す。 

 

③産業 

・高速道路の IC 周辺や主要幹線道路沿線に大型商業施設や工業団地が立地し、また、新た

な雇用の確保に向け 4つの工業団地の整備を進めています。 

・新潟市中央卸売市場やその関連施設が、市内をはじめ県内へ鮮魚、野菜、果樹、花きなど

の生産と消費を結ぶ流通拠点として重要な役割を担っています。今後は市内唯一の中央

卸売市場として都市と農村の新たな交流の機能も期待されます。 

■新潟市開発行為等の許可の基準に関する 
条例による開発許可件数 

 

 
 
 

資料：新潟市都市計画課・江南区建設課まとめ 

新潟中央環状道路 横越バイパス 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞ 

緑と調和した、賑わいと安らぎのあるまち 

 

 

①都市機能・防災機能の維持・充実 

・亀田地区を地域拠点、横越・曽野木・両川・大江山地区を生活拠点として活性化を図ると

ともに、各地区において既成市街地の都市機能および江南区の地域特性を踏まえた防災

機能についても維持・充実を図ります。 

 

②重要な社会資本を有効活用したまちづくり 

・（仮称）江南駅の設置とともに、それらの交通結節点や中央卸売市場・工業団地といった

各種拠点施設などの重要な社会資本を有効活用し、市全体や区の持続的な発展に寄与す

るまちづくりに取り組みます。 

 

③道路ネットワークの構築 

・日本海東北自動車道や磐越自動車道をはじめ、国道 49 号、国道 403 号の広域幹線道路網

とリンクした地域間交流や区内交通に資する道路ネットワーク構築のため、引き続き新

潟中央環状道路などの主要幹線道路の整備を進めます。 

 

④公共交通ネットワークの確保 

・公共交通ネットワークを確保するため、既存の路線バスおよび区バス、住民バスの充実

に努めるとともに、さらなる移動しやすい環境整備などを図ります。 

 

⑤農村集落の活性化 

・農村集落では、既存集落区域内の住宅建築の促進など、田園集落づくり制度の活用によ

り、定住人口の確保や活性化を進めます。 

 

⑥自然環境の保全・活用 

・河川および田園などを江南区の貴重な財産として捉え、その恵まれた自然環境の保全に

努めるとともに、その活用を図ることで、豊かな自然と都市機能の利便性を兼ね備えた

まちづくりを進めます。 
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＜区づくりの構想図＞ 
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5 秋葉区 

 

（１）区の概要 

①地勢 

・秋葉区は、新潟市の南東部に位置し、東西を阿

賀野川、信濃川の二大河川に囲まれ、北には小

阿賀野川、区の中央には能代川・新津川が流れ

るほか、南には秋葉丘陵が広がる自然豊かな

地域です。 

・面積は 95.38 ㎢で、8区の中では西蒲区、北区、

南区に次ぐ面積となり、全市域の約 13％を占

めています。 

②人口・世帯数 

・平成 27 年時点の区内の人口は 76,843 人、世

帯数は 26,898 世帯となっており、人口は減少

傾向ですが、世帯数は増加傾向にあります。ま

た、高齢化率も年々増加傾向にあります。 

③特色 

・新津駅周辺から荻川駅までの信越本線沿線や

小須戸地区などに市街地が形成されており、鉄

道と幹線道路網によって各地域が結ばれてい

ます。 

・古くから秋葉区は、産油量日本一を誇った新津

油田があり、さらに JR の 3 路線が乗り入れる

鉄道の要衝の地として発展してきました。現在

は、新津油田が史跡指定され、SL ばんえつ物語

号が定期運行するなど、石油のまち、鉄道のま

ちとして知られています。また、花き花木、球

根の生産地として全国屈指の生産量を誇るな

ど、花のまちとしても知られています。 

・近年は区内の教育機関である新潟薬科大学と

連携し、まちなかの活性化に向けた活動や、産・官・学連携のバイオ技術の研究による里

山資源の活用などを含め新しい地場産業の形成を目指しています。 
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老年人口(65歳以上) 世帯数

実績値 推計値

■人口の分布状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

SL ばんえつ物語号 花と遺跡のふるさと公園 

■人口と世帯数の推移 

資料：国勢調査（推計値は新潟市推計） 

資料：国勢調査（H27） 
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（２）現状と課題 

①土地利用 

・田園風景を作る農地と、緑豊かな秋葉丘陵や河川

等の自然地が約 7 割の土地利用を占めており、

区の特色である里山や水辺を最大限に活かして、

移住・定住してもらえるような自然と調和した暮

らしを推進する必要があります。 

・暮らしやすいまちづくりには、地域の活性化が不

可欠であり、地域住民と協働による活動や、人材

の育成が重要となります。 

②人口の変動と生活 

・新津駅周辺や小須戸地区の市街地及び、荻川駅周

辺で人口が多く、行政施設や医療施設・介護福祉

施設などの公益施設が集積しています。 

・区の人口は減少傾向ですが、人口動態については

新潟市中心部へ通勤する世代が多く、社会動態の

転入が転出を上回っている状況であることから、

今後も住宅地需要が見込まれます。 

・市街化区域には人口の約 67％が住んでおり、良

好な市街地整備や生活圏の利便性向上など、暮ら

しやすい地域づくりが求められます。 

・一方、古くからの中心市街地は高齢化や空洞化が

進んできていることから、民間事業者等と連携し

て生活の利便性の高いまちづくりを進める必要

があります。 

③交通 

・道路網は南北を通る国道 403 号と、東西を通る国

道 460 号が骨格となるほか、磐越自動車道の新津

IC、新津西スマート ICがあります。 

・鉄道は信越本線など 3つの路線と新津駅など 7つ

の駅が設置されています。  

・国道では朝晩渋滞が発生していることから、渋滞を解消する取り組みが必要です。 

また、既存の鉄道インフラを活かしたまちづくりの取り組みとして、駅からバスなどの

二次交通の充実を図る必要があります。 

④防災・環境 

・平成 23 年の新潟福島豪雨では、信濃川の増水により小須戸橋が通行止めとなり、堤防高

が不足する箇所において水防活動が行われました。このため、堤防を強化し治水安全度

の向上を図るとともに、災害時の円滑な交通を確保することが求められています。 

・また、近年多発する地震への対策として、区の特色である自然を活かした資源の活用や、

環境負荷の少ないエネルギーを取り入れた、災害に強い拠点づくりを進める必要があり

ます。 

■区域区分人口推移 

 
 
 
 
 
 

■公益施設の分布状況 

 

■土地利用の状況 
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資料：都市計画基礎調査（H30） 

資料：都市計画基礎調査（H28） 

資料：国勢調査 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞ 

花と緑に囲まれた、笑顔咲きそろう、にぎわいのあるまち 

 

 

①自然の保全と活用 

・緑豊かな秋葉丘陵と、信濃川や阿賀野川など自然豊かな環境を貴重な財産ととらえ、市

民協働の活動による里山や水辺の保全に努めるとともに、秋葉丘陵を文化、学術、観光

の拠点に位置づけ、遺跡や石油、文化遺産、植物園などの教養施設や遊歩道を活用し、

里山としての拠点性を高め、自然を楽しめる暮らしができるまちづくりを目指します。 

  

②地域の活性化  

・市街地の活性化を図るため、新津駅周辺では産官学や地域と連携し、地域の拠点性を高

め、個性あるまちづくりを進めます。また、小須戸地区・荻川駅周辺の地域を生活拠点

として位置づけ、身近な生活の利便性を高めます。 

 市街地周辺では、世帯増加や多様な暮らし方に対応するため、地域の魅力や特色を活か

したまちづくりを進めます。 

・郊外の集落では、田園集落づくり制度の活用とともに、多様な暮らし方の情報発信を通

じて移住・定住を促進し、田園風景と調和した景観や集落のコミュニティ維持・活性化

を図ります。 

 

③交通 

・磐越自動車道、国道 403 号及び国道 460 号を区域の骨格道路とするため、4 車線化やバ

イパスの整備促進に取り組み、これらを軸に主要な県道・市道を活かした区域内の道路

ネットワークの強化を図ります。 

・鉄道駅を中心に、利用しやすい公共交通体系を構築し、便利で快適なまちを目指します。 

 

④防災とエネルギー 

・信濃川の治水の安全性を高めるとともに、緊急輸送道路の確保を図るため、新しい小須

戸橋の整備と堤防の強化を進めます。 

・秋葉区役所周辺エリアを防災の拠点に位置づけ、公民連携により環境に優しいまちづく

りを目指すとともに、新たなエネルギーシステムの構築による地域の発展と防災機能強

化に取り組みます。 
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＜区づくりの構想図＞ 
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6 南区 

 

（１）区の概要 

 

①地勢 

・南区は新潟市の南部に位置し、東

側を信濃川、中央を中ノ口川が流

れ、両河川によって育まれた肥沃

な農地が広がっています。 

・地形は南北に長く、地盤高は南部

地域で 5.8ｍ（新飯田小学校）、北

部地域で 1.2ｍ（大通小学校）と

緩やかな高低差になっています。

面積は、100.91 ㎢で、8区の中

で、西蒲区、北区に次ぐ広大な面

積を有しています。 

 

②人口・世帯数 

・平成 27年時点の人口は 45,685 人、また、世

帯数は増加傾向にあるものの 14,583 世帯で 8

区の中で最も少ない人口と世帯数となってい

ます。平成 27 年の国勢調査結果に基づく将来

推計人口では、令和 12年に総人口は 40,213

人まで減少し、老年人口の割合が約 4 割まで

増えると予測されています。また、人口の約

6 割が市街化調整区域に住んでいるという特

徴があります。 
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実績値 推計値

■人口と世帯数の推移 

■区域区分別人口・世帯数割合 

しろね大凧と歴史の館 県内屈指のフルーツの名産地 

資料：国勢調査（推計値は新潟市推計） 

資料：国勢調査（H27） 

22/33



2 

（２）現状と課題 

 

①拠点 

・公共公益施設が集積する白根中心部を地域拠点、味方・月潟の中心部をそれぞれの生

活拠点と位置付けています。また、それぞれの地域には、魅力的な伝統・文化など多

くの観光資源があり、これらの活用により交流人口の拡大につなげることが重要とな

ります。 

②土地利用 

・南区は、白根地区、味方地区、月潟

地区によって構成されています。 

・信濃川、中ノ口川の両河川によりは

ぐくまれた肥沃な農地は、区域の約

７割を占めており、集落は河川に沿

って形成されています。そのため、

常に水害時の安全を確保する必要が

あり、河川管理の一元化を含めた防

災・減災対策が重要となります。 

・人口減少や空き家が増加しているこ

とから、生涯にわたり住み続けられ

る生活環境の確保も必要です。 

③交通 

・軌道系の公共交通がない唯一の区で

あり、バス交通は重要な公共交通機

関となり、利便性を高める必要があります。 

・区の骨格をなす国道 8号、国道 460 号、新潟中央環状道路は、地域間の交流・連携や

物流の軸となり、災害時には緊急輸送道路としての役割を果たすことから、常に円滑

な交通の確保に努める必要があります。 

④産業 

・区域の農地の割合や農業に従事する割合が市内で一番高く、農業は南区の重要な基幹

産業となっています。荒廃農地の拡大や後継者・担い手不足による農業の衰退を防ぐ

ため、農村集落の維持・活性化を図る必要があります。 
・製造業に携わる割合が市内で一番高くなっています。雇用の場を維持・確保するた

め、既存事業所の維持・拡大に努めるとともに、新たな雇用の場を確保し、更なる企

業誘致を図る必要があります。また、若者の流出を防ぐため、魅力的な雇用の場の創

出が必要です。 
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■土地利用面積比率 

■空き家率の推移 

資料：都市計画基礎調査（H30） 

資料：住宅・土地統計調査（H30） 
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資料：国勢調査(H27) 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞ 

大地の恵みと伝統・文化にはぐくまれた郷土愛にあふれる、 

いきいきと暮らせるまち 

 

 

①にぎわいと多彩な交流のまちづくり 

・公共公益施設が集積する白根中心部を地域拠点、味方・月潟の中心部を生活拠点、ア

グリパークなどを交流拠点の中心とします。 

・交流人口の拡大を図るため、各地域の持つ伝統・文化の継承や活用を推進し、にぎわ

いのあるまちづくりを進めます。 

 

②安心していつまでも暮らせるまちづくり 

・信濃川・中ノ口川を中心とした河川等の治水対策を促進するとともに、農地の持つ多

面的機能を活用し、安心・安全で、自然の潤いを感じられる住みよいまちづくりに取

り組みます。 

・地域で安心して暮らせるように、健康でいきいきと生涯にわたり住み続けられる質の

高い生活環境の確保に努めます。 

 

③交通の利便性の高いまちづくり 

・南区から新潟中心部や駅などの交通結節点へのアクセスや定時性の確保と利用しやす

い区バスの運行により、すべての人にとって利便性が高く、快適で、環境にも利用者

にもやさしい公共交通の充実を図ります。 

・区の骨格を形成する国道 8 号や国道 460 号などの幹線道路の渋滞・事故対策を推進す

るとともに、新潟中央環状道路の整備によるネットワーク機能の強化により、交通の

利便性の高いまちづくりを進めます。 

 

④新たな活力を生み出すまちづくり 

・広大な農地は、基幹産業である農業の基盤であり、区の骨格的な環境資産であるた

め、これを保全し、有効活用します。また、区内で生産される豊富な農作物などの付

加価値を高めるとともに、農村部での雇用機会の創出と人口維持を図り、農村集落の

活性化に努めます。 

・幹線道路や既存事業所・店舗等の周辺を中心とした企業立地適地に企業誘致を進める

とともに、既存事業所・店舗等の規模拡大を積極的に支援し、産業の振興と雇用の場

の確保を図り、活力のあるまちづくりに取り組みます。 
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＜区づくりの構想図＞ 
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7 西区 

 

（１）区の概要 

 

①地勢 

・西区は、信濃川及び関屋分水路以西に位置し、

北には日本海があり、川や潟などの水辺も多く

存在しています。 

・北西部には海岸砂丘地帯があり、南東部は平野

となっています。平野部は海抜が低く、水との

闘いを繰り返してきました。この歴史の中で築

いた豊かな穀倉地帯が、美しい風景を作り出し

ています。 

・区の面積は、94.00km2で市内全 8 区の中では 5

番目、新潟市の全面積（726.27km2）の約 13%を

占めています。 

 

②人口・世帯数 

・人口・世帯数ともに中央区に次いで 2番

目となっています。令和 12 年の将来推

計人口は約 16 万 1 千人となる見込みで

す。 

・年齢 3区分別人口割合の変化について、

令和 12 年推計人口の 15 歳未満は

11.0%、15 歳以上 65 歳未満は 58.6%と、

減少しますが、65歳以上は 30.4%と増加

する見込みです。 

 

 

③自然 

・日本海に面して長い海岸線を持ち、青山海岸

から四ツ郷屋浜まで延びる砂浜から見える夕

日は、西区のシンボルとなっています。毎年

この地で日本海夕日コンサートが開かれるな

ど、多くの人々が夕日に集い、にぎわいます。 

・信濃川、中ノ口川、西川、新川、佐潟、御手洗

潟といった豊かな水辺環境にも恵まれていま

す。特に、毎年多くの白鳥が飛来するラムサ

ール条約湿地の佐潟は、四季折々の自然が楽

しめるスポットとなっています。 
ラムサール条約湿地の佐潟 

市街地と田園風景 
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12.3%

19,385
11.9%
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実績値 推計値

■人口と世帯数の推移 

資料：国勢調査（推計値は新潟市推計） 
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（２）現状と課題 

 

①土地利用 

・西区は、坂井輪地区、西地区、黒埼地区で構成され

ています。 

・市街化区域は、主に JR 越後線沿線や国道 8 号沿線

に連なっています。市街化区域は、約 9 割が都市的

土地利用であり、行政施設や介護福祉施設などの公

共公益施設が集積しています。一方で、大学南地区

には、市街化区域に囲まれた市街化調整区域が存在

しています。 

・市街化調整区域は、自然的土地利用が約 8割であり、

そのうち農地が 6 割以上を占めています。 

・今後の人口減少や少子高齢化を踏まえ、暮らしやす

い地域づくりの必要性が高まっています。良好な自

然環境資産は保全しつつも拠点性を高め、魅力的な

活力あるまちづくりを進める必要があります。 

②産業 

・流通センター及び周辺地域は、新潟西バイパス（国

道 116 号）整備や土地区画整理事業等とともに流通

業をはじめとする商工業が発展してきました。令和

2 年に市街化区域へ編入された小新流通東地区及び

的場流通南地区を含め、適切な土地利用の規制・誘

導を行いながら、産業を活かしたまちづくりを進め

る必要があります。 

③交通 

・区の東側には、南北方向に北陸自動車道が通り、新潟西 ICや黒埼スマート IC がありま

す。また、東西方向には国道 116 号、西大通りなどの幹線道路が坂井輪地区、西地区を

横断し、南北方向には国道 8 号が黒埼地区を縦断していますが、その他の地域において

は、南北方向の幹線道路が少ない状況にあります。道路網の機能強化に向け、新潟中央

環状道路をはじめとする主要な道路などの整備を推進する必要があります。 

・鉄道は、JR 越後線が運行されています。中央区から坂井輪地区、西地区を横断し、区内

には 7 つの駅があります。日中の運行本数は、内野駅以東では 20分に 1本程度ですが、

内野駅以西では 1 時間に 1 本程度と少なくなります。また、路線バスは、主に東西方向

の幹線道路を中心に運行されています。路線バスが運行していない地域の移動は、主に

区バスや住民バスが担っています。公共交通の利便性向上に向け、駅やバス停などの環

境改善や接続改善などを推進する必要があります。 

④防災 

・砂丘地帯の後背部から内陸部にかけて低平地が広がっている西区の地勢により、集中豪

雨による浸水被害がこれまで発生している状況を踏まえ、さらなる浸水対策を進める必

要があります。 

■区域区分別土地利用の現状 

3.4

64.0

2.3

15.5

45.5

4.8

8.8

0.6

4.6

1.3

35.3

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街化区域

市街化調整区域

農地 他自然地 住宅 商業 工業 その他

94.2％

79.5％

自然的土地利用 都市的土地利用

資料：都市計画基礎調査（H30） 

■公共公益施設の分布状況 

行政施設 

介護福祉施設 

子育て支援施設 

商業施設 

医療施設 

金融施設 

教育施設 

文化・交流施設 

その他施設 

市街化区域 

新幹線 

在来線 

鉄道駅 

IC 

高速道路 

国道・県道 

行政界 

河川 

資料：都市計画基礎調査（H28） 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞ 

都市と農村が融合する、 

うるおいの住環境と優れた学術環境に育まれるまち 

 

 

①拠点性の向上 

・坂井輪地区中心部を地域拠点に、ＪＲ越後線各駅の周辺地域一帯と黒埼地区の国道 8 号

の周辺地域一帯を生活拠点として機能の充実を図りつつ、区の持続的な発展に寄与する

都市機能のあり方について検討していきます。 

 

②都市と農村が融合するまちづくり 

・貴重な田園風景を生み出す南西部の広大な農地は保全を基本としながら、農村部での雇

用機会と人口の維持を図り、都市と農村が融合するまちづくりを進めます。 

・本市の豊かな自然環境を象徴する佐潟などの水辺環境と生態を維持・保全し、潤いと安

らぎの空間の創出に努めます。また、海岸沿いの保安林未整備地域の整備を促進してい

きます。 

 

③産業を活かしたまちづくり 

・新潟西バイパスや北陸自動車道に隣接する流通センターを中心とした地域の産業集積を

活かし、多くの人やモノが行き交い居住する活力あるまちづくりを進めます。 

 

④交通ネットワークの強化 

・新潟中央環状道路、外郭環状道路及び区中心部の骨格となる道路の整備を進めるととも

に国道 116 号新潟西道路の整備促進に取り組み、道路網の機能強化を図ります。また、

ＪＲやバス事業者などと連携し、公共交通の利便性の向上を図ります。 

 

⑤水防対策 

・区民の安心で安全な暮らしを確保するため、農地の多面的機能の維持向上に努めるとと

もに、浸水対策施設の整備による雨水の排出能力の強化や地下浸透等により雨水流出の

抑制を推進します。 
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＜区づくりの構想図＞ 
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8 西蒲区 

 

（１）区の概要 

 

①地勢 

・西蒲区は、本市の西部に位置し、面積は 176.57

㎢と市内 8 区の中で最も広く、市域の約４分の１

を占めます。 

・地形は変化に富み、市内で唯一、海・山・平野を

併せ持っています。 

・周囲とのつながりは、西は日本海に臨む約 15km

の海岸線、北は西区、東は南区、南は長岡市、燕

市、弥彦村と隣接しています。 

・区内には、200 年に及ぶ大地の改良によって築か

れた蒲原平野が広がっています。 

 

②人口・世帯数 

・市全体で人口減少が著しい中、西蒲区の減

少率は市内一となることが見込まれてい

ます。 

・特に、将来推計人口では、高齢者人口の割

合が令和 12 年に区内の総人口の約 4 割に

達することに加え、年少人口が占める割合

も市内一低くなるなど、少子・超高齢化が

進展すると予測されています。 

・一方で、世帯数は平成 27 年時点で 18,367

世帯と増加傾向にあります。 

 

③自然・景観 

・西蒲区は、豊かな自然環境と観光資源に恵まれて

おり、風光明媚な越後七浦海岸と角田山や多宝山

などの山々が一体となった美しい地形は「佐渡弥

彦米山国定公園」に指定されています。 

・こうした山々では、春になると貴重な雪割草やカ

タクリなどの群生が花を咲かせ、山野草の宝庫と

して遠方からも観光客が訪れます。 

・平野部は、信濃川の分流である西川や中ノ口川が

流れ、広大な水田地帯が広がり、稲を天日乾燥さ

せるために使われた「はざ木」の並木がところどころに残る景観は、美しい日本の原風

景を思い起こさせてくれます。 

角田山 

「はざ木」の前で団らん 
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9.9%

4,614
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■人口と世帯数の推移 

資料：国勢調査（推計値は新潟市推計） 
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（２）現状と課題 

 

① 土地利用 

・区の約６割は、田・畑・樹園地（57％）など

の農地として利用されています。 

・山林（19％）は８区の中で最も広く、住宅用

地（6％）についても世帯数に比較して広い

面積を有しています。 

・区内には 4 つの市街化区域が設定されてい

ますが、区民の半数以上（61％）が市街化調

整区域内の既存集落区域に居住していま

す。 

・優れた自然環境を守り育て、暮らし続けてい

ける土地利用を実現する必要があります。 

  

② 交通 

・区外に向けた幹線交通は、区の中央を南北に

縦断する JR 越後線と、東部を縦断し多数の

高速バスが走る北陸自動車があり、交通結

節点として巻駅・越後曽根駅・岩室駅の 3 駅

と、大規模駐車場を備える巻潟東 IC が重要

な役割を果たしています。 

・主要な道路は、区の中央を国道 116 号、海 

岸線を国道 402 号がそれぞれ南北方向に通 

り、それらを結ぶ国道 460 号が東西方向に 

通っています。 

   ・公共交通の利便性向上や幹線道路の整備に 

よる区内交通の充実が必要です。 

 

③ 産業 

・西蒲区の基幹産業は農業であり、稲作のほか果樹や、沿岸部の砂丘地帯を中心に多様な

園芸作物の生産も盛んです。 

・確かな技術が求められる工業製品の製造を担う多くの事業所や、航空機部品製造の分野

で最先端技術を駆使する特徴ある企業が事業を展開しています。 

・恵まれた自然環境や観光資源を活かした観光も重要な産業です。なかでも岩室温泉は、

本市唯一の温泉街として県内外から多くの観光客が訪れています。 

・地域の魅力をさらに磨き上げ、優位性の高い産業へと発展させることが必要です。 

 

④ 安全・安心 

・西蒲区には、市街地での浸水害や急傾斜地における土砂災害等が発生する恐れのある箇

所が多いことから、災害リスクを考慮した住まい方への工夫が必要です。 

■交通網 

 
 
 
 
 
 

■土地利用現況 

 
 
 
 
 
 

資料：都市計画基礎調査（H30） 

資料：国土数値情報（国土交通省） 
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（３）区づくりの方向性 

 

＜まちづくりの将来像＞ 

豊かな自然、歴史と文化のかおりに満ちあふれ、 

人と人があたたかくつながるまち 

 

 

① 地域拠点の活性化 

・巻駅周辺を地域拠点として機能の充実を図ります。 

 

② 生活拠点の強化 

・岩室、西川、潟東、中之口の各中心部を生活圏の拠点として機能を強化します。 

 

③ 交通ネットワークの形成 

・国道 116 号、国道 460 号の交差地点を中心として、海岸側の国道 402 号および整備を進

めている新潟中央環状道路により骨格的な道路ネットワークを形成します。 

・区民生活に必要な公共交通の利便性の向上を図ります。 

 

④ 暮らし続けられるまちの実現 

   ・住み慣れた地域で暮らし続けていけるよう、既成市街地における都市機能の維持と田園

暮らしの充実に向けた土地利用の展開を図ります。 

・広大な農地の多面的機能の維持向上に努め、基幹産業である農業の振興を図るとともに、

漆山企業団地等、商工業の振興・活性化を図り、定住や雇用の創出につながる施策を展

開していきます。 

・海や山々が一体となった美しい自然環境の保全に努め、角田や岩室温泉などの交流機能

をさらに磨き上げ、本市への観光振興を強化し、交流人口の拡大を図るとともに、移住・

定住促進につなげます。 
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＜区づくりの構想図＞ 
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